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赤い羽根ありがとう通信 2012.３災害特集 

社会福祉法人静岡県共同募金会 
静岡市葵区駿府町 1-70  
TEL054-254-5212 

 共同募金は皆様からの優しさ、思いやり、たすけあいのお気持ちを赤い羽根に託し、地域で福祉活動しているボラ

ンティアの方々などを通じ、支援の必要な小さな子供や障害を持った方、お年寄りなどを支えています。 

 赤い羽根ありがとう通信は、助成先からの「ありがとう」をご協力いただいている皆様にお届けします。 

 お知らせと併せて、ご一読いただければ幸いです。 
 

 

 災害時、共同募金会は、以下の 

業務を実施しています。 

○災害等準備金の拠出 

○義援金の受付(全額被災者へ) 

※災害ボランティアサポート募金 

（※中央共同募金会実施） 

 

  

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
  お知らせ 

東日本大震災と共同募金 
被災地では、市町村社会福祉協議会が中心となり災害ボランティアを受入、関係機

関と連絡調整を行う「災害ボランティアセンター」が開設されました。 

この「災害ボランティアセンター」活動資金として、共同募金を積み立てた「災害

等準備金」が充てられました。 

被災県共同募金会の準備金が不足したため、全国の共同募金会から H24.2.現在、

総額 9 億９，３８１万円、その内、静岡県から 3,５９７万円を拠出いたしました。  

炊き出し、支援物資の仕分け、心のケアなど被災者を支援し、現在は復興支援とし

て役立てられています。 

新地町災害ボランティアセンター 
現在  しんち町生活支援ボランティアセンター 

[所在地] 福島県相馬郡新地町 

 共同募金の災害等準備金を活用させていただき、４月２１日に災害ボ

ランティアセンターの活動をスタートしました。事務機器や資機材の整

備から運営費用に至るまで、支援していただきありがとうございます。

赤い羽根共同募金にご寄付してくださった皆様方に、心より御礼申し上

げます。 

 現在、センターでは、町内８カ所の仮設住宅でのサロン活動、炊き出

し支援、イベントの受入調整などの支援活動を行っています。今後とも、

新地町を長い目でご支援を賜りますようお願いします。 
                 （社会福祉法人新地町社会福祉協議会） 

▲必須アイテムの一輪車やスコップ等が整備されました 

新地町は、福島県浜通りの最北に位置していて、南接する相馬市と相馬湾を共有し、震災の大津波で甚大な被害に遭わ

れました。岩手、宮城、福島、その他、多くの被災地の方々に心よりお見舞いを申し上げます。 

今回は、準備金が使われた被災地からの“ありがとう”のご紹介です。（「はあとふる・ふくしま 2012.２」より） 

静岡県共同募金会で受付けた

災害義援金は、全額、中央共同募

金会へ送金し日本赤十字社等と

合わせ被災者に配付されます。 

災害義援金受付状況 災害義援金の流れ 災害義援金の配付状況 

平成 24 年 3 月 1 日現在 

562 件 222,462,943 円 

（静岡県共同募金会受付） 

※本会ホームページ掲載 

配付状況は厚生労働省のホーム

ページに「日本赤十字社等に寄せ

られた義援金」として随時掲載さ

れています。 

※義援金の受付状況、流れ、配付状況は、本会ホームページからご覧いただけます。 

共同募金運動は昭和 22 年に国民たすけあい運動として発足。65 年にわたり“たすけあい運動”を啓蒙しています。災害時

に限らず、住民相互の支え合いは子育てや高齢者などの見守り活動に生かされ、万が一の時には、尊い命が助けられています。 

共同募金は地域の支え合いを応援して参ります。 

東日本大震災から 1 年。災害と共同募金についてご報告します。 


